
第２１回 議会報告会

調布市議会議長

宮本和実

皆様こんにちは。調布市議会議長の宮本和実でご
ざいます。
調布市議会の議会報告会の動画配信をご視聴いた
だきましてありがとうございます。
市議会では市民の皆様に信頼され、よりわかりや
すく開かれた議会を目指し、様々な議会改革に取
り組んでまいりました。その一環として始まりま
したこの議会報告会も、今回で２１回目になりま
す。
今回の議会報告会につきましては、開催方法をこ
れまでの対面開催から、動画配信に変更し、いつ
でも、どなたでも、内容をご視聴いただけるよう
にしております。
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次第

・議長報告

・各常任委員会報告
（総務・文教・厚生・建設）

このあと、私からの概要の報告に続きまして、各
常任委員会から報告がございますが、本動画の概
要欄からは、関心のある委員会の報告など、指定
した箇所からご視聴いただくこともできますので、
必要に応じてご利用ください。
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アンケートのご協力のお願い

２０２５年１２月26日まで

また、一定期間、アンケートのURLも掲載してお
りますので、ご視聴になりましたら、ぜひともア
ンケートにご協力をお願いいたします。
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議長報告

令和７年第３回定例会

９月４日から９月２９日（２６日間）

第２１回 議会報告会

それでは、私からは各常任委員会からの報告に先立ち，
第３回定例会の概要について報告いたします。
令和７年第３回定例会は、令和７年９月４日から２９
日までの２６日間の会期で開催いたしました。この定
例会では、主に令和６年度の決算に関して、どのよう
な事業に、どれだけの税金が投じられ、どのような成
果があったのか。そのような観点から、各常任委員会
において審査を行い、次年度の予算へ、いかに反映し
ていくのか議論を重ねてまいりました。
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・市税 507億4,100万円

※ 歳入全体の44.6％（前年度44.3％）

・国庫支出金 203億3,800万円

・都支出金 156億8,700万円

・譲与税・交付金 105億3,600万円

・市債 26億4,900万円

・その他 139億4,400万円
※金額は各項目について１００万円未満を四捨五入しています。

令和６年度一般会計歳入決算
1,138億 9,500万円の内訳

市税
45%

国庫⽀出⾦
18%

都⽀出⾦
14%

譲与税・交付⾦
9%

市債 2% その他
12%

それでは、令和６年度調布市一般会計決算の概要につ
いてご説明いたします。
令和６年度は前期基本計画の２年次目として、計画に
位置付けた５つの重点プロジェクトを基軸とした各施
策の取組のほか、物価高騰対策などの取組がありまし
た。
令和６年度一般会計歳入決算は、１，１３８億９，５
００万円でありました。
歳入では市税、これは皆様からの税金であります個人
市民税、法人市民税、固定資産税、都市計画税などで、
収入全体の約５割弱を占めています。
個人市民税は、定額減税の影響により減収となった一
方で、法人市民税は、法人の好調な業績により増収と
なったほか、固定資産税も増収となりました。
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令和６年度一般会計歳出決算
1,094億500万円の内訳

・民生費 573億 600万円

※ 歳出全体の52.4％（前年度52.6％）

・総務費 145億4,200万円

・教育費 121億4,500万円

・土木費 101億 600万円

・衛生費 72億4,400万円

・その他 80億6,200万円
※金額は各項目について１００万円未満を四捨五入しています。

⺠⽣費
53%

総務費
13%

教育費
11%

⼟⽊費
9%

衛⽣費
7%

その他
7%

令和６年度一般会計歳出決算は、１，０９４億５００
万円でありました。

目的別の経費を多い順に見ていきますと、まず社会保
障関係や子育て関係の経費を含む民生費です。総額５
７３億円余となり、前年に続いて第１位となりました。
主な増加の要因は、国が物価高騰対策として実施した
低所得者世帯物価高騰対策給付金事業費や保育所運営
費の増などが挙げられます。
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△ 3億6,100万円

△ 4億 900万円

7億9,100万円

増減額

15億6,100万円

―

△ 7億7,000万円

―

繰 越 財 源 9億1,300万円5億 400万円

実 質 収 支 43億4,700万円39億8,600万円

4.1％1.4％

歳 入 歳 出 差 引 52億6,000万円44億9,000万円

前年度からの増減率

3.2％0.7％

歳 出 1,078億4,400万円1,094億 500万円

前年度からの増減率

区 分 ５年度６年度

歳 入 1,131億 400万円1,138億9,500万円

※金額は各項目について１００万円未満を四捨五入しています。

令和６年度決算収支

続いて、令和６年度の決算収支です。歳入はｍ令和６
年度が１，１３８億円余、表の右端にありますように、
前年度と比べると、７億円余の増です。

次に、歳出は、令和６年度１，０９４億円余で、１５
億円余の増となりました。
そしてその下段の、歳入歳出差引から繰越財源を差

し引いたものを実質収支といいますが、令和６年度は
３９億円余で、前年度と比べ３億円余の減という結果
となっています。
この実質収支の３９億円余が、次年度への繰越金とな
り、将来の負担に備えた基金への積み立てや次年度の
追加財政需要などに活用されます。
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常任委員会の所管事項

・文教委員会（７人）
生活文化スポーツ部

教育委員会

農業委員会 の所管に関する事項

・厚生委員会（７人）
子ども生活部

福祉健康部 の所管に関する事項

・建設委員会（７人）
環境部

都市整備部 の所管に関する事項

・総務委員会（７人）
行政経営部 総務部 市民部

会計管理者 監査委員

選挙管理委員会 の所管に関する事項

他の委員会に属さない事項

以上の決算について、総務・文教・厚生・建設の４つ
の常任委員会に分かれて、審査を行いました。このあ
と、それぞれの委員会から、審査内容の報告がありま
すので、そちらも引き続き、ご視聴いただければと思
います。
そして、委員会の審査結果については、本会議の最

終日に各委員長が報告を行い、各会派による討論を経
て、採決を行い、賛成多数で認定しました。
討論の概要と本決算に対する賛否の態度については、
１１月５日発行の「市議会だより 第２６３号」を
ご覧ください。
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議長報告

第２１回 議会報告会

以上で、私からの、令和６年度調布市一般会計決算の
概要についての報告を終わります。
ありがとうございました。
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写真：倉敷市議会議場

皆さま、こんにちは。 総務委員会を代表しまして、
委員長の平野充がご報告させていただきます。
まず、総務委員会の構成メンバーをご紹介いたし
ます。画像左から 沼田亮委員、田中謙二委員、副
委員長の山根洋平委員、私委員長の平野充、岸本
直子委員、宮本和実委員、藤川満恵委員です。
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行 政 経 営 部 総 務 部 市 民 部

会計管理者 監査事務局 選挙管理委員会

令和７年第３回定例会

条例改正１１件・契約等３件

R７年度各会計補正予算

R６年度各会計決算認定

本発表では

▼R6年度一般会計歳入歳出決算

総務委員会所管分

委員から多くの発言があった審議

内容につき報告

総務委員会

総務委員会は、行政経営部、総務部、市民部、外
局の会計管理者、監査事務局、選挙管理委員会な
どを所管しております。令和7年第3回定例会にお
いては、条例改正11件、契約等3件、令和7年度の
補正予算ならびに令和6年度の決算認定に向けた審
査を行いました。本日はその中で、令和6年度一般
会計歳入歳出決算のうち、総務委員会所管分につ
いて、主な審査内容を中心にご報告いたします。
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令和6年度 一般会計歳入歳出決算

歳 入 内 訳

特定財源 465億5,000万円
使い道が特定されている財源

一般財源 ６７３億4,600万円
自治体の意思で自由に使える財源

国庫支出金 2０３億3,800万円個人市民税 219億5,600万円

都支出金 １５６億8,700万円法人市民税 57億6,300万円

その他特定財源 105億2,500万円固定資産税 215億6,100万円
都市計画税

その他一般財源 180億6,600万円

歳入決算額 1,138億9,000万円余 － 歳出決算額 1,094億0,500万円余

繰り越すべき財源を差し引いた実質収支＝39億8,600万円の黒字

まず、歳入の内訳についてです。一般財源は調布
市の意思で自由に使える財源で、673億4,600万円、
その主な内訳としては、個人市民税が219億5,600
万円、法人市民税が57億6,300万円、固定資産税と
都市計画税が215億6,100万円などとなっておりま
す。また、。特定財源は使い道が特定されている
財源で465億5,000万円、その主な内訳として、国
庫支出金が203億3,800万円、都支出金が156億
8,700万円などとなっています。これらを合わせた
令和6年度の歳入決算額は1,138億9,000万円余とな
りました。また、令和6年度の歳出決算額は1,094
億500万円余となり、繰り越すべき財源を差し引い
た実質収支は39億8,600万円の黒字となっています。
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・R6年度は32.8億円の積立・30.0億円の取崩し

・繰越金活用計画によりR7年度は26.1億円の積立見込

・積立金の一括運用と債券購入によって利子収入を確保

基金への積み立て・運用

【委員から】

・今後の財政需要を見据え流動性を確保することが重要

・定期預金も活用しながら利子収入の最大化を要望

次に、基金への積立と運用についてです。 令和6
年度は32億8,000万円の積立、30億円の取崩しを行
い、令和6年度末の基金残高は250億円余となりま
した。令和7年度には26億1,000万円の積立を見込
んでいます。 調布市では各基金積立金の一括運用
や債券購入によって利子収入を確保する取り組み
も進めており、委員からは、今後の財政需要を見
据えた流動性の確保や、定期預金の活用による利
子収入の最大化について要望がありました。
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ふ る さ と 納 税

・R6年度の流出額（税額控除額）は約１５．９億円

・ふるさと納税制度は本来公共サービスに充てられるべき税収
が税額控除によって減少する等課題があることから、国に対し
て制度の抜本的な見直しを要望している

・ふるさと納税の制度趣旨は、生まれ育ったまちや関わったまち
を応援する、ということを寄附行為で表すものと認識

・課題意識を持ちながらも市としては、魅力発信、市内事業者の
支援につながることを目的に、ふるさと納税の返礼品の企画・
実施をしてきた

続いて、ふるさと納税についてです。 令和6年度
の調布市における税収流出額は、約15億9,000万円
となりました。 ふるさと納税制度は、公共サービ
スに充てられるべき税収が減少するという課題が
あることから、国に対して制度の抜本的な見直し
を要望する一方で、調布市として、ふるさと納税
の制度趣旨を踏まえ、市内事業者の支援や市の魅
力発信につながる返礼品の企画・実施を行ってい
ます。
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【委員から】

・庁内横断的に連携しながら新たな返礼品を生み出し、

市の魅力発信につながる体験型返礼品の充実を要望

・市内事業者の支援はふるさと納税だけではなく市政全

体での取り組みを

・国に対して意見をあげて制度の見直しを

ふ る さ と 納 税

委員からは、庁内横断的な連携による体験型返礼
品の充実、市政全体での事業者支援、そして制度
見直しに向けた国への働きかけについて要望があ
りました。
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・新たなグリーンホールの整備における事業者の
採算性の確認、基本構想策定に取り組む

・新たな総合福祉センターの実施設計に取り組む
・最新の経済情勢を反映し、財政フレームとの整合を図る

公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト

【委員から】

・物価高騰と財政負担の平準化については今後も注視

・グリーンホールは駅前の顔としてよいものとなるよう要望

・学校施設の老朽化対応は現場の声を踏まえて適宜見直しを

公共施設マネジメントについて調布市は、新たな
グリーンホールの整備に向けた事業者の採算性確
認や基本構想の策定、新たな総合福祉センターの
実施設計などに取り組んでおります。 委員からは、
物価高騰と財政負担の平準化を注視した意見や、
グリーンホールの駅前の顔としての整備の他、学
校施設の老朽化対応について現場の声を踏まえた
見直しを要望する意見がありました。
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・調布市地域防災計画の修正を行い、市の業務
継続計画の修正、災害受援応援計画の策定に取り組む

・総合防災訓練・防災フェアを調布市スポーツまつりと
同日に実施

・調布市防災教育の日に避難所開設訓練や、要配慮者の
避難手段としての避難バスの運行確認訓練を実施

・クラウドファンディングを活用した
防災用トイレカー(右写真)を配備

防 災 対 策

次に、防災対策についてです。 令和６年度調布市
は、地域防災計画の修正、市業務継続計画（ＢＣ
Ｐ）の見直しのほか、災害受援応援計画の策定、
総合防災訓練・防災フェアの実施、避難バスの運
行確認訓練、防災用トイレカーの配備などを行い
ました。
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【委員から】

・消防団員の確保について、活動を続けていきやすい環境
整備と、女性消防団員の活躍に向けた取組を

・地元に関連のある事業者の方々にも募集をかけるなど、
実際に活動できる団員が確保できるよう要望

・携帯トイレを防災訓練を行った場で入手できるよう要望

・家具転倒防止器具の購入費助成の新設について要望

・市民防災組織の新規結成に向けた積極的な営業活動を

防 災 対 策

委員からは、消防団員の確保と女性団員の活躍支
援、携帯トイレの配布、家具転倒防止器具の助成
制度の新設、市民防災組織の新規結成に向けた営
業活動などについて要望がありました。
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所 管 事 務 調 査

公営の墓地・納骨堂・火葬場
等を含む市民への終活支援
について

市民アンケートや事業者への
ヒアリング等ご協力をお願い
いたします

最後に、今期の総務委員会では所管事務調査とし
て「公営の墓地・納骨堂・火葬場等を含む市民へ
の終活支援について」をテーマに、政策提言に向
けた調査に取り組むことを決定いたしました。
今後、市民アンケートの実施や、事業者へのヒア
リング等を通じて、さらなる調査を進めて参りま
すので、皆様のご協力をお願いいたします。

以上、総務委員会からの報告とさせていただきま
す。 今後も市民の皆さまの声を大切にしながら、
より良い市政の実現に向けて取り組んでまいりま
す。 ありがとうございました。
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委員長 清水仁恵 委員 伊藤学委員 井上耕志

委員 磯邉隆委員 松野英夫 委員 阿部草太

副委員長 佐藤尭彦
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【決算以外の議案】
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調布市議会副議長

須山妙子

謝辞

調布市議会副議長の須山妙子でございます。皆さま最
後までご視聴ありがとうございました。
調布市議会では皆様に開かれた議会になるよう、議会
報告会を開催してまいりました。
このたびのオンラインでの議会報告会はいかがだった
でしょうか。
これからも様々な手法で皆様に親しまれる議会を目指
してまいります。
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アンケートのご協力のお願い

２０２５年１２月26日まで

冒頭でもお伝えした通り、今回の議会報告会に関して
是非アンケートにもご協力くださいますよう心よりお
願い申し上げます。
締め切りは２０２５年１２月２６日までとなっており
ます。
以上で議会報告会を終了させていただきます。
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